
 

 

 

 

 

秋の夜長（読書の秋）                     副校長 厚井 眞哉 

ようやく残暑も終わりを見せ、朝夕は涼しくなってきました。私の一番好きな秋がやってきました。 

今回は読書の秋の話をしたいと思います。つい最近の話です。私には二人の息子がいるのですが、そのお嫁さ

んも一緒に家族でご飯を食べに行きました。その時、「お父さんのマンガがきっかけで僕たちは付き合い始めた

んだよね。」と長男が言い出したのです。どうやら、私の部屋にあったマンガの話をしたら、相手の子（今のお嫁

さん）も「私もあのマンガ大好き！」と盛り上がったらしいのです。次男も「うんうん、あのマンガおもしろか

ったよ。」と言いだし、「お父さんのマンガ選びは意外とよいセンスしているよね。」と言われました。私のマンガ

を読んでいたなんて全く知らなかったのですが、ちょっとうれしくなりました。 

読書は、世界を広げます。きっかけは、マンガでもよいのです。おうちの人が好きな本やマンガを薦めてみた

り（さりげなく置いておいたり）、「今、おもしろいマンガや本を教えてよ。」と聞いてみたりすることで、子供た

ちも読書好きになっていくかもしれません。 

私は、マンガも大好きなのですが、本も大好きです。個人的に好きな作家は、星新一です。星新一はショート

ＳＦの旗手として、大きな金字塔を建てた人です。とても短いのに、心に残る作品が多く、ハッピーエンドでは

なく、ちょっと皮肉のきいた結末もいいなあと思います。特にお勧めは「おーい でてこーい」と「肩の上の秘

書」です。今から５０年以上も前に書かれたとは思えない先見性に富んだすごい作品です。また、星新一のニヒ

リズムの根源を知るには「人民は弱し 官吏は強し」を読むことをお薦めします。 

いろいろな本を読んで、感想や考えをお互いに話すのは至福の時です。それがご家庭でできれば、本当に最高

ですね。秋の夜長、お楽しみはこれからです。 
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3年 アイマスク・点字体験 

 9月 14日にアイマスク体験、21日に点字体験

を行いました。体験を通して、誰もがくらしやす

い町にするために、自分たちができることを考え

ました。 

 

６年 日光移動教室 

８月２２日（火）から２４日（木）の間で、日光移動教室に行ってきました。去年よりも一日多い、二泊

三日の宿泊行事でしたが、子供たちは「奥日光の自然や歴史、文化について学ぶ。」「自立し、協力し、友情

を深める。」という二つのめあてを意識しながら３日間を過ごすことができました。 

１日目は世界遺産に登録されている「日光東照宮」や、日本三大名爆である「華厳の滝」に行きました。

グループ行動で自由に探索し、先代の人々が築いた歴史に触れることができました。今後の歴史学習にも役

立てていきたいと思います。華厳の滝では、１秒間で 2.5トンの水量の滝を前に子供たちは圧倒され、自然

の力強さを肌で感じていました。 

２日目は途中で雨が強くなってしまっため、コースを短縮する運びとなりましたが戦場ヶ原のハイキング

を実施し、奥日光の自然や歴史が学べる「日光自然博物館」にも行くことができました。また、宿泊した奥

日光高原ホテルでは、みんなで食べるおいしい食事とレク係による劇の鑑賞を楽しむことができました。 

３日目は江戸の街並みが再現された「日光江戸村」に行きました。グループに分かれ忍者体験を行ったり、

侍になる修行をしたりと様々な体験を行うことができました。 

宿舎での活動の際には、お互いに声をかけあい、５分前行動を守って過ごすことができました。また、自

分の仕事に責任をもって取り組む姿も多く見られ、成長を感じることができました。 

これからも 6 年生は卒業というその日に向かって、ほかの学習や行事に関しても目的意識をもって取り組

み、成長の糧にしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

  
 

華厳の滝          ふくべ細工づくり          日光江戸村 

１０月の生活目標  友達と協力して仕事をしよう 

① 給食の準備や後かたづけをていねいにしましょう  ② 当番の仕事を進んでしましょう  

③ 力を合わせて係の仕事をしましょう ④ 協力してそうじをしましょう 

１０月の保健目標 目を大切にしましょう 

ペットボトルキャップの回収について 

南校舎の玄関に回収ボックスがあります。こまえ工

房の方が２か月位ごとに回収にきています。 

キャップは消毒・分別されて『キャップの貯金箱』

に送られ、世界の子どもたちのワクチンの費用に寄付

されます。ぜひ、ご家庭のペットボトルキャップを回

収ボックスに入れてください。 


